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細胞中の全遺伝子発現レベルを解析する試みは古くから行われており、現在 EST 解析や SAGE 法が用いられて

いますが、どれもデータ積み重ねタイプの手法であるため、個々のデータの母体数と解像度は異なり、サンプ

ル個々の発現データを比較する場合は正確性に欠けることがあります。MPSS は、細胞内における網羅的な遺

伝子発現解析を一度に行う手法です。MPSS では、まず Megaclone 技術により細胞内で発現しているほぼ全て

の polyARNA を population を維持したまま個々にマイクロビーズ化した後、全マイクロビーズ上の cDNA を並

列的に一気に 17base シーケンスする技術です。１回の MPSSで 100 万個もの polyA RNA の種類と存在頻度情報

を得る事ができ、いわゆる絶対的遺伝子発現解析を行う事が可能です。本セミナーでは、MPSS 技術の説明と

MPSS を用いた遺伝子発現解析データのご紹介を行います。 
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